
令和元年度定例第２回理事会議事録メモ 

期 日 令和元年１２月１４日(土)１０：３０～ 

場 所 正田醤油スタジアム群馬会議室 

 

開会に先立ち、元会長中曽根康弘 様 現理事白水正昭 様ご逝去につき、黙祷を行う。 

 

１ 開 会 

  海野副会長 

  故中曽根康弘様においては、当時総理大臣で赤城国体の時にヘリコプターで来県し開

 会式に参加された。とても印象的で記憶にのこっている思い出がたくさんある。９年後

 の国体に向けて一丸となって頑張っていきたいと思う。 

 

２ あいさつ 

  中曽根会長 

  赤城国体の時に父である中曽根康弘が赤城国体の時に開催権出身の総理大臣だった。

 当時秘書をしており、一緒に国体の開会式に参加できたことは、幸せであった。今年も

 一年間お世話になりました。次期国体に向けてジュニアの養成を含めて頑張らなければ

 ならないことはたくさんあります。年明けにはＮＹ駅伝もあるので、しっかりやってい

 きたい。教員の働き方改革により、競技会、練習会等に参加する教員の立場について今

 後課題がある。国の議連でも課題として話題になっている。しっかりと取り組んで行き

 たい 

 

３ 出席確認      理事総数５８名 出席３６名、委任１６名 計５２名 

 

４ 報 告 

（１）日本陸連・関東陸協（理事長） 

（日本陸連関係） 

 ドーハ世界選手権の成績、国体の種目が来ている。１月に陸連連絡協議会が開催される

ので、そこで新しい情報がでる。国体の種目で３００ｍＨ及び３００ｍ、混合１６００ｍ

リレーが開催されるので、今後予選会をどのようにするか検討していく。 

（関東陸協関係） 

 今年度群馬で関東選手権が開催された。その時に開催された関東陸協理事会において、

関東陸協の所属県で開催される大会について、所属県登録の選手は、出場認知書が必要な

くなった。東京陸協の試合は、東京陸協は関東陸協の所属でないので、出場認知書が必要。 

 

（２）各委員会報告事項 

① 競技委員会 

  ・Ｓ級審判員の申請について（審判部長） 

   本年度のＳ級昇格審査の申請は、５名提出する。年齢が５５歳以上となったので、

  いつもより多めである。締め切りは、今年度同様早くなると思うので準備をよろしく



  お願いします。 

② 強化委員会（強化委員長） 

 ・第７４回国民体育大会について 

  ３種目優勝したが、天皇杯13位、皇后杯13位と入賞できなかった。女子の得点が重 

 要になっているので、女子選手の強化を進めていきたい。少年Ｂ種目での得点が怪我 

 等で伸びなかった。夏以降ハードルコーチを元日本記録保持者で群馬県出身の岩崎氏に

 コーチを依頼した。４種目中３種目入賞できたので、今後もお願いすることを考えてい

 きたい。 

  国体に向けて、成年選手の受け入れ態勢をお願いしていく必要がある。教員になれ 

 ない、企業の受け入れが少ない。競技者として大学卒業後の受け入れ、進学後の選手 

 活動等についても今後ご協力をいただくことがあると思うので、よろしくお願いしま 

 す。 

 ・東日本女子駅伝競走大会について 

  第６位入賞であった。 

 

③ 普及委員会（普及委員長） 

 ・第22回全国小学生クロカンリレー研修大会について 

  アラマキッズが出場し、６位入賞である。この大会は来年度からなくなることが決定

 している。 

 ・３月に開催している、クラブ対抗少年少女駅伝が３０回大会のため、記念大会になる。

 ３，４年生の駅伝を実施することと陸上競技（長距離）教室を開催する予定である。 

 ・第３６回小学生陸上競技交流大会の開催が、オリンピック、パラリンピックの関係で、

 例年の8月開催から９月の４連休のうちまえ３日間(19-21)での開催となった。３日間全

 日程参加しないといけない。１２月２２日に全国普及担当者会議にて詳細があきらかに

 なるので、３月の理事会において報告する。 

 

（３）全日本実業団駅伝競走大会について 

  ９月１０日に５者会議、１１月１３日に群馬県関係の全体会議が開催された。今日の

 午後、群馬陸協関係の全体会議を開催する。県庁スタートであるが、選手の確保につい

 て、観客の整理等の問題で時間的に苦労している。県へは、スタート・フィニッシュ付

 近でのサブイベントへの観客のアクセスがあることから、スタート・フィニッシュ地点

 において、観客を整理したいと申し入れをしている。大会当日の走路については、蓮円

 通りご協力をお願いしたい。 

 

（４）群馬県１００Ｋｍ駅伝競走大会について 

  １１月２１日に通過市町との打合せ会議を行った。今後、もっと出場しやすい大会と

 してコースや参加形態を検討をしている。来年度の大会から変更して群馬県内の駅伝イ

 ベントとして行いたいと考えている。今年度の大会については、申込方法も検討してき

 た。年明け１月９日(木)に代表者会議を行い、本番に備えていきたい。 

 



（５）中体連・高体連 

（中体連） 

  全中、男子 1 名の優勝。国体においては、中学最高記録で女子が優勝できた。 

  今年度は、県中学駅伝のコースを渋川にもどして、全国に通用する選手を育てていき 

たい。明日１５日に全国中学駅伝が行われる。 

  今月２６日から２８日の日程で、日本陸連Ｕ１６関東合宿が行われる。来年度は、関 

東中学大会が８月６日７日、オリンピックの陸上会期中の日程であるが開催される。ご

協力よろしくお願いします。 

 

（高体連）委員長 

  全国高体連から、鉄剤注射の禁止を目指し、今年度の全国駅伝から、参加申込書に貧 

血対策の状況、血液検査同意書、大会後の血液検査を行うよう定められた。外国人選手

について区間限定があるかもしれない。全国駅伝は今月２２日に開催される。 

 関東高体連Ｕ１９合宿は、２５日から２８日の日程で山梨で開催される。 

 来年度のインターハイは、静岡エコパ、その次は福井で開催される。 

 来年度の関東高体連関係は、関東大会 熊谷、関東選抜新人 群馬 関東駅伝 栃木。 

  県内では、教員の働き方改革もあり、大会の平日開催にむけて検討が行われている。 

  G-Tekという大学入試への民間試験が行われるので、大会日程の調整が必要である。事

故防止セミナーがあり、ハンマー投げの事故もあったことから、部活動防止に向けた方

策について研修会を行った。 

  来年度のインターハイは、８月８日から２６日まで、正田醤油スタジアムはサッカー

で使用するので、陸上の利用はできない。 

  審判員の保険については、高体連において、全種目について加入することとなった。 

  県高校駅伝について、伊勢崎市、警察、住民から課題が出ている。コース変更を検討

している。以前より、コンパクトなコースで、渋滞を起こさないようなコースを検討し

ている。その際に、男女別時間での開催、周回遅れの問題を解決する必要がある。 

 

（理事長） 

  働き方改革、部活動改革、特に中学校の部活動の練習時間の制限がかけられている。

その際に中学生の進学に向けて、つながりを持たせた指導体制を考えなければならない。

従前は、中高練習会を行っていたが、土日の部活動が困難な状況になっている。このこ

とから、群馬陸協主催として年間５回行っているので、各クラブでの協力をお願いした

い。今後は、U19（高校生相当）U16（中学生相当）等の合宿も、群馬陸協主催として行

う方向で考えている。各クラブでもご協力をお願いします。 

 

５ 協議事項 

 第１号 栄章並びに諸表彰について（事務局） 

（群馬陸協関係） 

  功労賞 承認 

  勲功賞 承認 



  最優秀選手賞 承認 

  会長賞 承認 

  優秀指導者賞 承認 

  日本陸連 承認 

  関東陸協 承認 

  県スポーツ協会長賞 功労賞 承認 

 

 第２号 令和２年度行事日程（競技日程）について（競技運営委員長） 

  カレンダー会議にて調整した。オリンピックパラリンピック大会もあり、厳しい日程

になっているが、できる限りこの日程で行いたい。利用調整会議にて検討していきたい。 

  各クラブ等で予定している大会があれば、１月３０日までに報告をお願いします。要

項についても、年鑑の作成に間に合うように提出してください。      承認 

 

 第３号 専門委員会提案事項 

１）総務委員会 令和２年群馬陸上競技年鑑について  承認 

    年鑑作成について、締め切りまで原稿をお願いしたい。 

    年鑑協賛について、なるべく多くの協賛を集めていただきたいと思います。 

 

  ２）強化委員会 都道府県対抗駅伝選手選考について 

    女子永井監督、男子奥谷監督に一任でお願いしたい。    承認 

    決まったら、理事には報告する。 

 

第４号 その他 

 （群馬大学主務） 

  群馬大学競技会 ４月５日 関東５大学対抗等ご協力をお願いします。 

 

６ その他 

（副会長）高校駅伝のコース変更について、関係団体との折衝はすすんでいるのか？ 

（高体連）これからも継続して調整していきたい。 

（副理事長）各クラブで行っている公認大会について、主催に群馬陸協を明記することと、

総務に理事長の名前をいれてください。 

（事務局）群馬マスターズ連盟会員の登録について、本日打合せを行う。 

 

７ 閉 会 

  角田副会長 


